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　「第
10
回
九
州
山
地
神
楽
祭
り
」
が
１
月
28
日
、

蘇
陽
総
合
支
所
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　今
年
は
、「
仁
瀬
本
神
社
神
楽
」（
二
瀬
本
）、「
白

石
神
楽
」（
白
石
）
の
町
内
２
団
体
、
そ
し
て
「
中

江
岩
戸
神
楽
」（
阿
蘇
市
波
野
）、「
鞍
岡
祗
園
神
楽
」

（
宮
崎
県
五
ヶ
瀬
町
）、「
高
千
穂
の
夜
神
楽
」（
宮
崎

県
高
千
穂
町
）
に
加
え
て
、宮
崎
県
日
之
影
町
の
「
大

人
（
お
お
ひ
と
）
歌
舞
伎
」
が
初
出
演
。
地
域
で
受

け
継
が
れ
て
き
た
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
あ
る
、
そ
し

て
厳
格
な
る
雰
囲
気
の
舞
が
次
々
と
舞
台
で
演
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
の
は
、
今
年
結
成
10
周
年

を
迎
え
た
「
大
阿
蘇
蘇
陽
太
鼓
喜
楽
」。
静
か
な
序

章
か
ら
徐
々
に
激
し
く
な
っ
て
い
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
演

奏
に
、会
場
は一
瞬
に
し
て
魅
せ
ら
れ
ま
し
た
。「
喜
楽
」

は
昼
食
後
に
も
「
凛
」
な
ど
５
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。

　開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
に
続
き
、
最
初
に
舞
い
を
披
露
し

た
の
は「
仁
瀬
本
神
社
神
楽
」。神
社
の
創
建
年
代（
約

９
０
０
年
前
）
に
始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
の

神
楽
。
一
時
途
絶
え
ま
し
た
が
、１
７
８
５
年
に
復
活
。

以
来
、
代
々
口
伝
に
よ
り
継
承
さ
れ
、
現
在
18
名
の

保
存
会
会
員
に
よ
り
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
演
目
は「
五

穀
（
ご
こ
く
）」。
五
穀
豊
穣
を
感
謝
す
る
舞
い
で
す
。

　続
い
て
登
場
し
た
の
は
、「
白
石
神
楽
」。
演
目
は

「
八
雲
舞
」
と
「
毘
売
舞
」。
宮
崎
県
五
ヶ
瀬
町
鞍
岡

に
伝
わ
る
神
楽
を
習
い
、
白
石
地
区
の
「
お
天
道
さ

ん
祭
り
」
に
奉
納
し
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
ち
ら
も
一
時
期
中
断
し
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
17
年
、
地
元
有
志
に
よ
り
保
存
会
が
発
足
（
現
在

は
会
員
14
名
）、
翌
平
成
18
年
12
月
４
日
27
年
ぶ
り

の
復
活
を
果
た
し
ま
し
た
。
以
降
毎
年
11
月
第
４
土

曜
日
に
「
お
天
道
さ
ん
神
楽
ま
つ
り
」
に
て
舞
い
続

け
ら
れ
、
平
成
22
年
11
月
に
全
33
座
を
復
活
さ
せ
て

い
ま
す
。

　こ
の
ほ
か
、宮
崎
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の「
大

人
歌
舞
伎
」、
平
家
一
族
ゆ
か
り
の
京
都
文
化
の
影
響

を
受
け
た
「
鞍
岡
祗
園
神
楽
」、
国
の
選
択
無
形
民

俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
、
今
年
も
迫
力
の
舞
を
披

露
し
た
「
中
江
岩
戸
神
楽
」、
同
じ
く
国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る
「
高
千
穂
の

夜
神
楽
」
が
、
約
40
分
の
ダ
イ
ジェ
ス
ト
版
を
次
々
と

披
露
し
ま
し
た
。

　会
場
に
は
、
前
回
を
上
回
る
約
３
０
０
人
も
の
神

楽
フ
ァ
ン
が
集
ま
り
ま
し
た
。
県
内
は
も
ち
ろ
ん
県

外
か
ら
の
お
客
さ
ん
も
多
数
詰
め
か
け
て
、
神
楽
独

特
の
笛
と
太
鼓
の
演
奏
に
あ
わ
せ
た
神
々
し
い
舞
に
、

盛
ん
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
会
場
の
ホ
ー
ル
で

は
、
地
元
食
材
を
使
っ
た
お
弁
当
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
製

品
や
野
菜
な
ど
の
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

九州山地神楽祭り九州山地神楽祭り舞い継ぎ、演じ継いで、受け継がれる伝統舞い継ぎ、演じ継いで、受け継がれる伝統 １月２８日
蘇陽総合支所大ホール

大人歌舞伎（宮崎県日之影町） 中江岩戸神楽（阿蘇市波野）

白石神楽「毘売舞」（山都町）

高千穂の夜神楽（宮崎県高千穂町） 鞍岡祗園神楽（宮崎県五ヶ瀬町）

仁瀬本神社神楽「五穀」（山都町）

ホールでは町のうまいもんで観客
をおもてなし

観客を魅了した「大阿蘇蘇陽太
鼓喜楽」の演奏


